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饉畿法人被爾健整禽 米意薔機 崎闇鰯綺謳

東
京

。
足
立
区
に
あ
る
米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院
は
そ
の
名
の
通
り
、
頚
や
腰
の
痛
み
、
手
足
の
シ
ビ
レ
の
原
因

と
な
る
脊
椎
疾
患
と
肩
や
膝
お
よ
び
股
関
節
な
ど
の
関
節
疾
患
の
治
療
に
特
化
し
た
専
門
病
院
で
あ
る
。

院
長
の
米
倉
徹
医
師
は
、
「整
形
外
科
は
大
き
く
骨
折

。
脱
自

・
捻
挫
な
ど
の
外
傷
と
脊
椎
や
関
節
の
加
齢
、

変
性
に
よ
る
病
気
の
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
当
院
で
は
、
後
者
の
治
療
に
特
化
す
る
こ
と
で
専
門
性
を
高
め
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
質
の
高
い
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
院
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

平
成
２４
年
の
開
院
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
お
よ
そ
７
年
の
間
に
１
８
５
９
件
の
脊
椎

。
関
節
疾
患
の
手
術
を

行
っ
て
き
た
。
今
で
は
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
か
ら
も
米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院
で
の
治
療
を
求
め
て
多
く
の
患

者
が
訪
れ
る
。

米
倉
院
長
は
東
邦
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
勤
務
医
、
海
外
留
学
、
大
学
講
師
な
ど
様
々
な
立
場
に
身
を
置
き

な
が
ら
、
整
形
外
科
医
と
し
て
の
知
識

。
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

そ
し
て
、
「こ
れ
か
ら
の
時
代
は
医
療
の
機
能
分
化
が
求
め
ら
れ
る
」
と
、
自
身
の
専
門
分
野
で
あ
る
整
形
外
科
、

そ
れ
も
脊
椎

。
関
節
分
野
に
特
化
し
た
病
院
を
平
成
２４
年
２
月
に
開
業
し
た
。
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明日の医療を支える信頼の ドクター

米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院
は
日
暮
里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の
高
野
駅
か
ら
徒
歩
２
分
程
と
い
う
交
通
至
便
な
場
所
に
あ

り
、　
一
見
ホ
テ
ル
と
見
間
違
う
よ
う
な
８
階
建
て
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
建
物
に
全
て
の
医
療
機
能
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。

「病
院
ら
し
く
な
い
病
院
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
院
内
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
る
ホ
テ
ル
の
回
ビ
ー
の
よ
う
な
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総
合
受
付
、
日
当
た
り
の
良
い
待
合
室
、
ス
タ
ッ
フ
の
カ
ラ
フ

ル
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
病
棟
ご
と
に
内
装
カ
ラ
ー
が
違

っ
て
い

る
な
ど
、
随
所
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
関
し
て
米
倉
院
長
は
、
「患
者
さ
ん
、

そ
し
て
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
空
間
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

１
階
に
総
合
受
付
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
、
２
階
に
診

察
、
検
査
、
処
置
室
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
丁
、
骨

密
度
測
定
器
な
ど
最
新
検
査
設
備
が
備
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

３
階
が
手
術
室
。
４
階
か
ら
６
階
ま
で
は
６２
床
の
病
室
で
、
う

ち
５
階
と
６
階
の
４０
床
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
階
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
機
能
訓
練
室
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ロ
ア
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
占
め
る

１
６
０
２ｍ
を
超
え
る
広
さ
で
、
重
心
動
揺
計
や
歩
行
解
析
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
最
新
設
備
を
備
え
て
い
る
。
こ
こ

で
は
同
時
に
約
２０
人
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「こ
う
し
た
施
設
に
よ
っ
て
、
検
査
か
ら
診
断
、
手
術
、
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
、
い
わ
ゆ
る
急
性
期

か
ら
回
復
期
ま
で
を
全
て
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
で
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

，ｉ
ｒ
ｉ
Ｆ

Ｉ
・
　
イ

雛
一
　

　

　

一

凸
薔
ｒ
ｌ

副院長の三雲仁医師

t11會羹鷲簾ξ曹§鬱翁

i. Xr,:!i,i!rf{.(i" ,

一業
一難
華
棄
撃
一轟
壽
一聾
萎
難
轟
華
彗
一糞
一奪
一幕
藝
一華
盤
甕

22イ



医療法人社国健整会 米鵞脊糠・聞鰤購饒

副院長の橋□宏医師

クター明日の医療 支

望月充邦医師

専
門
に
特
化
し
た
万
全
な
設
備
体
制
を
整
え
る
米
倉
脊
椎

・

関
節
病
院
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
９０
人
。
そ
の
中
で
ド
ク

タ
ー
は
非
常
勤
を
含
め
て
２０
人
で
、
常
勤
の
整
形
外
科
の
専
門

医
は
６
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

「ド
ク
タ
ー
は
全
員
が
整
形
外
科
専
門
医
の
資
格
を
持

っ
て

い
ま
す
。
各
分
野
の
専
門
家
が
揃
う
の
は
当
院
の
大
き
な
強
み

で
す
」
ド
ク
タ
ー
の
質
に
絶
対
の
自
信
を
も
つ
米
倉
院
長
。
米
倉

院
長
を
除
い
た
常
勤
の
整
形
外
科
医
５
人
は
、
実
績

。
経
験

と
も
に
申
し
分
の
な
い
百
戦
錬
磨
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち

だ
。副
院
長
で
整
形
外
科
部
長
の
三
雲
仁
医
師
は
、
昭
和
大
学
医

学
部
を
卒
業
後
、
各
地
の
病
院
を
経
て
、
平
成
２９
年
に
米
倉
脊

椎

。
関
節
病
院
に
赴
任
し
た
。
主
に
脊
椎
分
野
の
治
療
を
得
意

と
し
て
い
る
。

も
う

一
人
の
副
院
長
で
あ
る
橋
□
宏
医
師
は
、
日
本
医
科

大
学
を
卒
業
し
、
日
本
医
科
大
学
付
属
第
二
病
院
、
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院
を
経
て
、
令
相
２
年
に
米
倉
脊
椎

・

関
節
病
院

へ
。
主
に
肩
関
節
分
野
の
治
療
を
得
意
と
し
て
い

る
。望
月
充
邦
医
師
は
弘
前
大
学
医
学
部
大
学
院
を
卒
業
後
、
青

森
県
立
は
ま
な
す
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
、
大
館
市
立
総
合
病
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玄東林医師増山茂医師

院
、
市
立
函
館
病
院
等
を
経
て
、
平
成
２５
年
に
米
倉
脊
椎

。
関

節
病
院
に
着
任
。
平
成
３１
年
か
ら
は
同
病
院
の
サ
テ
ラ
イ
ト
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
米
倉
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
も
務
め

て
い
る
。
望
月
医
師
は
主
に
下
肢
関
節
分
野
の
治
療
を
専
門
と

し
て
い
る
。

玄
東
林
医
師
は
脊
椎
外
科
部
長
を
務
め
、
秋
田
大
学
医
学

部
大
学
院
出
身
。
足
立
区
内
の
病
院
で
多
数
の
手
術
を
手

掛
け
、
平
成
３０
年
に
米
倉
脊
椎

・
関
節
病
院

で
勤
務
を
始

め
た
。
増
山
茂
医
師
は
、
金
沢
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
富
山
県

立
中
央
病
院
、
富
山
市
立
病
院
な
ど
を
経
て
、
日
本
赤
十

字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
に
‐０
年
間
勤
務
し
た
後
、
令
和
２
年

に
米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院

へ
。
脊
椎
の
分
野
を
得
意
と
し

て
い
る
。

米
倉
院
長
は
、
「常
勤
の
先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
出
身
大
学
が

皆
違
い
ま
す
。
違
う
場
所
で
学
ん
で
き
た
医
師
と

一
緒
に
診
療

を
行
え
る
こ
と
は
私
自
身
も
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
し
、
治

療
の
幅
も
広
が
リ
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
」
と
全
幅
の
信
頼
を
寄

せ
て
い
る
。
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医療法人社団健整会 米耀鐸等機 。関鰯

米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院
で
は
幅
広
い
脊
椎

・
関
節
疾
患
に
対
応
し
て
い
る
。
脊
椎
疾
患
に
関
し
て
は
、
頚
椎
椎

間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
頚
椎
症
性
脊
髄
症
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
、
腰
椎
変
性
す
べ
り
症
、

脊
椎
変
形
、
骨
粗
霧
症
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
の
関
節
疾
患
で
は
、
半
月
板
損
傷
、
変
形
性
股
関
節
症
、
変
形
性
膝
関
節
症
、
大
腿
骨
頚
部
骨
折

。
大
腿

骨
転
子
部
骨
折
に
加
え
肩
腱
板
断
裂
や
変
形
性
肩
関
節
症
な
ど
が
あ
る
。
米
倉
脊
椎

。
関
節
病
院
で
は
こ
う
し
た

疾
患
に
対
し
て
専
門
的
か
つ
高
度
な
診
察

。
治
療
を
行

っ
て
い
る
。

入
念
な
検
査
、
診
察
を
経
て
診
断
が
下
さ
れ
た
後
、
手
術
が
適
応
と
な
る
患
者
に
対
し
て
、
米
倉
脊
椎

。
関
節

病
院
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
執
刀
す
る
。

米
倉
院
長
は
、
「重
視
し
て
い
る
の
は
チ
ー
ム
医
療
。
医
師
同
士
で
の
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
を
徹
底
し
、
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
最
適
な
手
術
法
を
決
定
し
、
実
際
の
手
術
も
チ
ー
ム
で
連
携
し
て
行
い
ま
す
」
と
話
す
。

無
事
に
手
術
が
終
わ
っ
た
患
者
は
、
次
に
回
復
期
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
に
移
行
す
る
。
回
復
期
医
療

に
も
大
き
な
力
を
注
ぐ
米
倉
院
長
は
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
も
実
際
に
手
術
を
行

っ
た
医
師
が
関
わ
る
の
で
、
効
率
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
行
え
ま
す
し
、
環
境
や
ス
タ
ッ
フ
も

変
わ
ら
な
い
点
は
、
患
者
さ
ん
に
安
心
を
感
じ
て
頂
け
ま
す
」

ま
た
、
「質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
力
量
が
重
要
」
と
い
う
こ
と
で
、
２０
人
を
超
え
る
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
キ
ャ
リ
ア
豊
か
な
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
と
な
っ
て
い
る
。

妥
協
を
許
さ
ず
万
全
の
診
療
体
制
を
整
え
る
米
倉
院
長
の
目
指
す
医
療
は
、
「患
者
さ
ん
の
健
康
寿
命
の
維
持
。

明日の医療を支える信頼の ドクター
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増
進
を
図
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。

「具
体
的
に
は
、
当
院
で
手
術
を
受
け
た
患
者
さ
ん
を

″発
症
前
の
状
態
ク
で
は
な
く
、
″発
症
よ
り
５
年
か
ら

１０
年
前
の
健
康
状
態
″
に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
今
後
日
本
全
体
に
お
い
て
ご
高
齢
の
方
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
術
後
の
ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
も
の
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
の
重
要
性
を
声
高
に
訴
え
る
米
倉
院
長
は
、
専
門
病
院
と
し
て
は
全
国
で
も
珍
し
い
４０
床

の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
設
け
て
い
る
。
主
に
人
工
関
節
手
術
や
早
期
の
退
院
が
困
難
な
脊
椎
手
術

を
受
け
た
患
者
が
利
用
す
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
病
棟
を
活
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
米
倉
院
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「少
し
社
会
復
帰
の
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方
に
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
は
極
め
て
有
用
で
す
。
ま
た
ご

高
齢
の
方
に
関
し
て
は
、
術
後
、
日
常
生
活
動
作
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま
に
退
院
し
て
し
ま
う
と
、
ご
本
人
様
だ
け

で
は
な
く
、
家
で
介
護
す
る
方
々
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
入
院
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
を

行
う
こ
と
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
効
果
の
向
上
と
介
護
す
る
方
々
の
負
担
軽
減
に
穀
（
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
」こ
う
し
た
病
棟
に
加
え
て
、
さ
ら
な
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
充
の
た
め
、
米
倉
院
長
は
平
成
３１
年
３
月
に
足

立
区
六
町
に
米
倉
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
、
令
和
２
年
３
月
に
は
足
立
区
青
丼
に
米
倉
内
科
整
形
外
科
を
開
院
し
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医療法人社団健整会 米倉脊椎 O闘節病院

た
。
ま
た
、
同
年
８
月
に
は
北
区
の
王
子
駅
前
に
Ｙ
Ｓ
Ｊ
王
子
整
形
外
科
を
開
院
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

「回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
病
棟
は
入
院
で
き
る
期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
退
院
時
に
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
∃
ン
が
必
要
な
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
患
者
さ

ん
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
な
、
維
持
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
を
通
院
で
行
え
る
施
設
と
し
て
開
院
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
」

開
院
以
来
、
地
域
の
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
、

現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
常
に
よ
り
良
い
医
療
を
追
い
求
め
て
き
た
米
倉
院
長
。

「今
後
は
米
倉
脊
椎

・
関
節
病
院
で
の
取
り
組
み
を
そ
の
ま
ま
に
、
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の
医
療
に
貢
献
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
充
実
を
計
画
し
て
い
る
。

「整
形
外
科
の
か
か
り
つ
け
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
機
能
と
外
来
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
∃
ン
機
能
を
も
っ
と
多
く

の
方
が
享
受
で
き
る
体
制
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
」

ま
た
、
医
療
技
術
が
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
る
中
、
治
療
分
野
に
お
い
て
も
患
者
の
体
に
負
担
が
か
か
ら
ず
、
術

後
の
復
帰
も
ス
ム
ー
ズ
と
な
る

「低
侵
襲
手
術
」
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
手
術
の
際
、
例
え
ば
皮

膚
を
切
開
す
る
長
さ
を
小
さ
く
し
た
り
、
筋
肉
を
切
ら
ず
に
温
存
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
患
者
の
体
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
を
減
ら
す
と
い
う
も
の
だ
。

「こ
れ
ま
で
手
術
の
ダ
メ
ー
ジ
に
体
が
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
体
力
の
弱
い
ご
高
齢
の
方
が
手
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術
を
諦
め
ざ
る
を
え
な
い
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
内
視
鏡
な
ど
を
使

っ
た
低
侵
襲
手
術
が
近
年
増
え
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
手
術
適
応
の
幅
が
広
が

っ
た
と
い
え
ま
す
。
高
齢
だ
か
ら
手
術
を
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
百

歳
前
後
ま
で
元
気
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
前
提
に
、
当
院
を
頼
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
。
日
常
ル
ー
チ
ン
の
外
来
診
療
か
ら
手
術
、
そ
し
て
法
人
運
営
の
舵
取
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
と
い

っ
た

幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
多
忙
を
極
め
る
米
倉
院
長
だ
が
、
そ
の
表
情
に
は
疲
れ
や
悲
壮
感
は
み
じ
ん
も

な
い
。
「ス
タ
ッ
フ
が
幸
せ
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
へ
の
良
質
な
医
療
提
供
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
幸
せ
も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
時
間
的

。
経
済
的
ロ
ス
の
少
な
い
医
療
体

制
を
構
築
し
、
院
内
に
い
る
全
て
の
人
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
病
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
米
倉
院
長

自
身
も
と
び

っ
き
り
の
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。
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